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「母と子」のくらしを拓く学習
中野区女性会館における学習者の認識の展開
平　川　景　子
はじめに　一学習研究にあたって一
　私は，1992年4月から中野区女性会館（以
下女性会館）で学習コーディネーターという
非常勤職員として，また，大学で非常勤講師
として働いている。学習コーディネーター
は，主として区民の学習活動の援助と講座の
企画・運営にかかわる施設職員である。
　施設職員として働いている中で，次のよう
なことを考えるようになった。
　女性がくらしの力にしていくことができる
学習とは何か。行政の中では〈教育効率〉〈財
政効率〉の立場から，著名な講師を呼んでた
くさん人が集まると「よい講座だった」とみ
る考え方が（いまだ支配的ですら）ある。ま
た，女性会館のような教育行政以外の部局に
ある施設が，個人の生き方・ものの考え方に
立ち入るべきではないとする考え方もある。
さらに，女性会館を含め自治体等による講座
や地域活動，また民間の提供する「学習」サ
ービスが膨大な量として存在していて，次か
ら次と「学習」していると「主婦」であるこ
とを固定化してしまうような現状がある。
　施設職員として，女性のくらしが，女性一
般ではなく実在するひとりひとりの女性の生
きていくすがたとして見えてきたとき，「よ
い講座」「あるべき学習」という認定自体が
疑わしく思えてきた。私たち職員は日々の仕
事の中で，いかに著名な講師の先鋭な問題提
起であっても，学んでいる人の認識の筋道に
即していなけれぽ，その人がくらしを変えて
いく力にはならないことを実感している。ま
た，教育行政の内外を問わずく領導〉の学習
観は存在しており，むしろその方が一般的で
ある。
　近年，フェミニズム・女性学に関する講座
でも，科学的知見を「教え」一「教えられる」
という学習のあり方が多い中で，成人女性が
「学ぶ」ということの意味を実証的に考察し
たいと考えた。くらしの中で，また，歴史の
中で，「教え導かれる」存在であった女性が
自ら学びの主人公となっていくことにこそ，
解放の方向性を見いだすことができるのでは
ないか。「学習の主体」の意味をそのように
とらえるとき，学習研究の指標は，客観的な
学習の諸条件の提示や学習内容・方法の総体
的把握にとどまらず，主体の認識とそれをつ
くり出すに至ったプロセスが〈どのような関
係の中で実現したか〉ということになる。
　問われるのはそれぞれの主体の認識の展開
の筋道であり，誰と，どのような経験を経て
認識が形作られていったのかという事実の確
認であり，その経験がその人にとってどのよ
うな女性問題の克服につながっていったのか
という内実の検証であろう。生涯学習がいわ
れる現在，何でも選べる「メニュー方式」の
講座の提供に陥ってしまわないためにも，ま
ずもって，このミクPな視座一主体の認識に
即した学習研究一から検証していく必要があ
るのではなかろうか。
　すでに社会教育の分野では，国立市公民館
の女性問題学習・松川町におげる健康学習な
ど長期にわたる実践の振り返りがあり，これ
らの実践に学びつつ女性会館の実践にかかわ
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る中で上述の問題意識をもつようになった。
また，1980年代の自己形成史研究＊1によっ
て，学習を通過点ではなくプロセスととらえ
る視点を強く意識するようになった。
　本論では，こうした問題意識にたって，女
性会館において学んできた，小井戸厚子さん
の認識の展開をあとづける。
1　学習をとりまく状況
　中野区は人口約30万人，新都心新宿に隣接
する商業地・ベッドタウソである。労働力人
口の約8割が第3次産業に従事し，非労働力
人口のうち家事専従者が約45，000人＊2いる。
世帯構成は核家族・単身者が多く，バブル経
済の崩壊後，地価の高騰などが原因で人口の
流動率が高まり，地域の人間関係を編みにく
い状況が進んでいる。地理的には中野区の面
積は約15平方キロ，東西に走る鉄道が3線
と，南北に延びるパス路線がある。女性会館
は，M字型をした全区のほぼ中央にあたる中
野駅から徒歩5分足らず，一般には至便な位
置といえよう。しかし，とくに乳幼児を抱え
た女性にとっては，ベビーバギーと子どもを
両手に抱えてバスや電車を乗り継いだり，自
転車の前後に子どもを乗せて20分という距離
は，たいへん遠く感じられることもある。
　女性会館は「女性問題解決のための区民の
活動，女性の社会参加活動の拠点」として設
置されている。そして，「女性問題に関する
学習の機会と場の提供」として女性問題講座
が実施されている。講座で学んだのち，自主
グループをつくるなどして活動を続けている
人たちもいる。
　本論では，1992年からほぼ1年間，女性会
館の保育室に子どもをあずけて講座で学び，
現在も自主グループ活動を続けている小井戸
さんが学んできたことをあとづける。小井戸
さんが受講したのは，
　　　「母と子のホップステップ　’92」＊3
　　　　　　　　（以下「ホップステップ」）
　　・「1992年度　女性問題基礎講座」＊4
　　　　　　　　　　　（以下「基礎講座」）
　　　「1993年度　働くことを考える講座」＊5
　　　　　　　　　　　（以下「働くこと」）
という3つの講座である。この3つの講座
は，いずれも平日の午前中，いわゆる専業主
婦が参加しやすい時間帯に行われている。と
くに主婦にむけてこれらの講座が組まれてき
たのは，女性会館が「家事・育児を担ってい
る主婦の暮らしに性別役割分業の矛盾が凝縮
されていると考え，…（中略）…性別による
固定的な役割分業を変えていくことが，男女
の対等な関係をつくる基盤であり女性問題を
解決するための課題であるとの認識にたっ
て」＊6いることによる。この3つの講座は，
例年，数ヵ月にわたり週1回連続的に実施さ
れており，10～20名程度の講i座生の話し合い
を中心として組み立てられている。そして，
「ホップステップ」と「基礎講座」では，記
録を学習の方法として意識し，講座生が講座
の記録をつくり，それを次回までに送付し
て，講座のなかで読みあうことができるよう
に，職員が働きかけている。
　女性会館の施設の特徴として，1階に庭付
きの専用保育室がある。保育室は，女性会館
設立にあたって，区民の女性の強い要望によ
りつくられたものである。中野区では，「乳
幼児をもつ女性の社会活動への参加の拡
大」＊7を目的として，一時保育制度を実施し
ている。これにより，保母資格のある人・子
育て経験のある人・一時保育に関心のある人
を対象に保育者を養成し，保育者名簿に登録
し，「登録保育者（以下保育者）」として区の
事業や区民の自主的な活動の保育を依頼して
いる。依頼を受けた保育者は有償ボラソティ
アという形で保育にあたっている。中野区で
は施策として基本的にすべての事業に一時保
育をつけなけれぽならない。女性会館の保育
室はこの一時保育制度によって運営されてお
り，先の3つの講座にも，一時保育がついて
いる。
　本論で小井戸さんの認識を軸とする理由
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は，1994年11月の「10周年記念女性会館祭」
において，小井戸さんが「講座と保育室を通
して考えたこと一自分を見つめて一」という
レポートによって自ら学んできたことの振り
返りをした，という事実による。先に述べた
ように，本論の趣旨は主体の認識の筋にそっ
て学びを再構成することにある。そのために
は，学習主体自身が学びを振り返った地平か
ら認識の展開を追っていく位置に，記述者
（平川）の役割を置きたいと考えた。
皿　関係の意識化の過程
①　子どもは，世話をされるだけの存在で
　　はない
　　一「あずける」ことを通して，子ども
　　との関係をみつめる一
　小井戸さんが初めて女性会館の講座に参加
したのは，1992年6月からの「ホップステッ
プ」だった。
　この講座は，「乳幼児をかかえた女性に対
して，母性が強調され，『子育て』は母親と
して当然の役割であるとされている現状を女
性問題の視点でとらえ返し，親も子どもも育
ちあう上で何を大切にしていったらいいかを
仲間とともに話し合いながら考えていく」＊8
ことを「講座のねらい」として組み立てられ
ている。とりわけ，1992年度は，「自分の子
どもを育てるということに向き合う中で，自
分の考えや行動を映し出しながら点検してい
くことを今回の講座の主題にすえていく」＊9
こととした。それは，先の「講座のねらい」
を達するためには，講師の問題提起を受けて
講座生が話し合うだけではなく，保育室に
「子どもをあずける」という経験を通して，
講座生が自分自身の母子一体の日常のくらし
を振り返り，仲間と話し合うことが必要だと
いう認識にたっている。そして，そのときど
きの保育室のあり方を講座の中に提起してい
くために，「保育室だより」をほぼ毎回だし
てほしいと職員が保育老に依頼した。
　講座の呼びかけ文（資料参照）とそれに応
える申し込みの葉書や講座の最初の自己紹介
は，私たち職員・講師・保育者と学習者の関
係の出発点である。また，参加動機は当時の
小井戸さんの関心を知る上で重要と思われ
る。
　　呼びかけ文
　　「子育てに忙しい毎日をすごしている
　　皆さんへ。
　　　私の一日は子どもの世話から始まって
　　・・考えることといえぽ子どものことぼか
　　り…そんな母と子の暮らし。
　　　ときにはr自分の時間がほしい』と思
　　ったことはありませんか。
　　　　　　　　　　…（中略）…
　　　女性会館では，母親の当然の役割とさ
　　れている“子育て”をみつめ，子どもも
　　おとなも育ちあう上で何を大切にしてい
　　ったら（いい）のか（ということについ
　　て）仲間とともに考え，話し合う講座を
　　開きます。　　　　　…（後略）…」＊10
　この呼びかけ文を読んで，小井戸さんは
「ホップステップ」の申し込みの葉書に，職
業を「主婦」，参加動機を「毎日追いまくら
れるようにすごすのではなく，何か考える時
間，きっかけをもてたらと思いました。幅広
い友人づくりもしていきたい。」と書いてい
る。また，小井戸さんは，講座第1回目の自
己紹介文の中で次のように書いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「・何か考えていくきっかけがほしかった
　　　・友人のネットワークを広げたい
　　　　　→きっと，これはあとで
　　　　　　考えたことなんだと思います
　　◎出かけていく場がほしかった
　　　→これが本音のような気がします」＊11
　出産を期に退職した小井戸さんにとって，
子どもを生み，子育てにかかりきりになるこ
とは，くらしの大きな変化だったにちがいな
い。「出かけていく場がほしかった」という
小井戸さんの「本音」からは，乳飲み子をか
かえて家にこもりがちな女性のくらしが浮か
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び上がってくる。毎日出かけていく近所の公
園は，子どもを遊ぽせるため。母親同士の会
話は子どもにかんする話が中心だ。自分自身
のことを話す機会・相手はほんとうに少なか
ったのではないだろうか。雨でもふれぽ子ど
もを連れての外出はさらにためらわれたかも
しれない。しかし子どものリズムは待ったな
しだ。昼も夜も子どもの世話をするくらしは
「毎日追いまくられるよう」。経済的にはなに
不自由なく，家族との関係にも満足してい
る。…
　小井戸さんに申し込みの葉書を書かせたの
は「何か考える時間，きっかけをもてたら」
という漠然とした〈思い〉だった。そして「仲
間づくり」をしたいという〈思い〉。先の呼
びかけ文を読みとっていく小井戸さんのこの
〈思い〉が，小井戸さんの認識の展開の起点
となっていく。小井戸さんは，保健所の3ヶ
月健診の時に知り合った人と誘いあって講座
に参加することにした。当時，小井戸さんは
31歳，梨紗ちゃん（当時5ヶ月）という女の
子を保育室にあずけて，毎週火曜日の午前
中，全14回の講座に通いはじめた。
　「ホップステップ」を含め女性会館の連続
講座では，講座が始まる1週間前に保育オリ
エソテーションをもっている（資料参照）。
オリエンテーションは，保育室に来る子ども
・あずける人・保育者・職員の顔合わせの機
会であり，初めてあずける人にとっては保育
室という場を知り，不安に思うことを保育者
に聞いてみるための機会である。このオリエ
ソテーションの前に送られた保育児童の名簿
の中では，梨紗ちゃんは二番目に月齢が低か
った。オリエンテーションに参加したとき，
保育者の今泉さんは二人の赤ちゃんがお互い
に手を伸ばしてふれあっている様子を見て，
「小さくても夏休みごろには，この保育室に
来るのを楽しみにするようになりますよ」と
小井戸さんに話している。このことがあっ
て，のちに家族に「こんなに小さいのにあず
けて大丈夫だろうか」と聞かれたとき，小井
戸さんは「保育者さんが大丈夫といってくれ
た」と話している。
　今泉さんのこの言葉は，小井戸さんにとっ
て大きな励ましとなった。オリエンテーショ
ンの1週間後，第1回目の講座のなかで，そ
のときの自己紹介の内容を各自が第2回目ま
でに書いてくることになった。その文章の中
で小井戸さんは，
　　「たとえまだ5ヶ月でも，子供どうしだ
　　からこそ受ける刺激があることを知って
　　（同じ月齢の赤ちゃんと隣に寝かせたと
　　きの反応がすごかった。）梨紗にとって
　　も楽しいことなのではないかと思っ
　　た。」＊12
と記し，2年後にこのときのことを振り返っ
て，先の今泉さんの言葉が講座への「参加の
きっかけ」＊13になったとしている。さらに，
今泉さんを含む保育者集団はオリエンテーシ
ョンの後，講座が始まってからも，梨紗ちゃ
んがだっこされながら周りの子どもたちをみ
ていること，またお話のできる子が「赤ちゃ
ん，かわいいね」とそっと触っていったこと
を伝え，梨紗ちゃんが他の子と互いに関心を
示しあっていることを小井戸さんや他の講座
生に伝えようとしている＊14。
　女性会館の保育室は基本的に0歳児から保
育することになっている。子どもの様子・保
育室の定員・ベッドなどの環境・保育者の人
数などの条件を考慮して受け入れられない場
合もあるが，長期の連続講座ではほぼ毎回一
人か二人の0歳児を受け入れている。先の励
ましは，今泉さんをはじめとする保育者集団
が，それまでに0歳児をあずかった経験に基
づくものである。その経験の中から，保育者
は「子どもは子ども同士の関係の中で育つ」
という認識を培ってきた。
　そのような保育実践の積み重ねをふまえ
て，女性会館の保育者集団は特に1992年度
は，「お母さんと保育者が関係をつくりなが
ら保育室をつくっていくという視点」にたっ
て保育に臨もうと確認していた。この「お母
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さんと一緒につくる保育室」ということに特
にこだわっていた今泉さんが，「夏休みにご
ろには，この保育室にくるのが楽しみになる
から大丈夫」と励ましたのである。
　オリエソテーションでの今泉さんの励まし
もあって，小井戸さんは「ホップステップ」
の講座に通いはじめた。その講座第1回目の
自己紹介文の中で，橋本さんという講座生が
次のような文章を書いた。
　　「…（前略）…私の家庭は夫と私と子ど
　　もの3人で，私たちは協力しあって生き
　　ています。特に，昼から長い夜まで私と
　　子どもは協力しあっているのです。…
　　（後略）…」
　この文章について，第3回目にお話をお願
　　いした講師の小沢牧子さんが，
　　「こういうことがお母さんから出てくる
　　というのはすごい。この子は2歳という
　　ことだけど，そのくらいの年齢の子は，
　　大人が面倒をみるもの，育てるもの，し
　　てあげるもの，という存在なのだという
　　考え方が長くあった。子どもは大人ほど
　　の言葉・情報・判断を持っていないが，
　　逆に大人のなくしたものを持っていて，
　　（子どもとおとなが）刺激し合う，変え
　　合う，この考えはここ10年くらいに育っ
　　てきた。…（中略）…子どもも大人と並
　　び立つ存在，立場は異なるが協力し合う
　　存在，こういう見方が少しずつ浸透して
　　きている。…（中略）…『子育て』では
　　なくて，『子どもと一緒に暮らしていく』
　　ということではないか。大人が，（保育
　　室で）泣く子どもを気にしながらこの場
　　所（研修室）にいること，これがほんと
　　うの学びではないか。学ぶということ
　　は，理屈をたくさん身につけるのではな
　　くて，子どもがそうであるように，大人
　　にとっても学び＝プロセス」＊15
であると受けとめている。この小沢さんの講
座の中での再提起を小井戸さん自身は「子ど
もも，小さくても自分のことは自分で決めた
い誇りある人，そして上下関係でなく一緒に
生きていける人」＊16と受けとめ，橋本さんの
言葉とともに「強く心にきざまれる」＊17。
　先の今泉さんの励ましや，橋本さん，小沢
さんの言葉を，小井戸さんは自らの子ども
観「子育て」観を変えていく契機としてい
った。そして「子どもは，世話をされるだけ
の存在ではないということが，この後，保育
室を通して，体験，理解していくことになっ
た」＊18と後に振り返っている。
　現代の社会・家族のあり方の中では，小さ
い子どもをあずけるという行為は，子どもに
とってもあずけるおとなにとっても，少なか
らず〈不安なこと〉〈大変なこと〉である。
その〈大変さ〉の中身には，「こんなに小さ
いのだから，親身に・細やかに世話をしてあ
げなくては」という子どもに向けるまなざし
と，「それができるのはいつも身近にいる・
腹を痛めた母親だけ」という母親に向けたま
なざしとが混在している。いわゆる「3歳神
話（子どもは3歳までは母の手で）」と「母
性神話」である。この子育ての「神話」は，
社会一般に余りにも絶対化されて流布してい
るために，もはや母親自身にもほとんど疑わ
れることなく内面化されている現実がある。
　その中で，小井戸さんがあずけても大丈夫
と思えるためには，オリエンテーションで他
の子に向かう梨紗ちゃんの関心をみ，今泉さ
んに「だから大丈夫」といってもらう必要が
あった。小井戸さんが「梨紗にとっても楽し
いこと」なのだから「あずけても大丈夫」と
思えたその実感の上に，橋本さん・小沢さん
の言葉を聞いたときに，「子どもも，小さく
ても自分のことは自分で決めたい誇りある
人」であると，他者としての子どもの人格を
初めて意識していったのである。
　この〈経験による実感一意識化〉の経路は，
小井戸さんの場合，繰り返しおとずれてい
る。また，次に述べる「入室」をめぐる取り
組みのように，小井戸さんが少し時間がたっ
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てから振り返ったときに，当時さほど意識さ
れなかった保育室での体験が，後の経験を経
てはっきりと意味あることとして見えてきた
こともある。先の小沢さんの言葉に「学び＝
プロセス」であるといわれていたことは，ま
さにこの日常の経験の意識化，結論や正解の
ない認識の展開であり，他者との関係の変革
を指すものと考える。
②「入室」をめぐる提案と話し合い
　　一「あずける」行為を創り出す関係一
　「ホップステップ」の第1回目の講座・保
育が終わったあと，第2回目までの問に，保
育者は次のような「保育室だより」を出した。
　　「はじめてお母さんと離れて2時間を過
　　ごした子ども達は，どんなことを話して
　　いましたか。
　　　第1回目の保育室。入室してすぐお砂
　　場にでて遊びはじめた一人の子が少しし
　　てお部屋に戻ってきました。お母さんの
　　姿を探していたのでしょう。『お母さん
　　がいない，お母さんのところへ行きたい
　　の』としくしく泣き出しました。自分で
　　ティッシュをとり涙をふくのですがなか
　　なか遊びの方へ気持が向きませんでし
　　た。お母さんが退室されることをこの子
　　はしっていたのかしらと思いました。
　　又，講座開始の10時近くになってもお母
　　さん達の姿が（保育室に）かなり見られ，
　　間に合うんだろうかと気になりました。
　　　お母さんと子どもがどこで切りかえを
　　していったら良いか，そして子ども自身
　　が保育室で遊びたいという気持を大事に
　　していくにはどうしたらいいのか考えて
　　みました。
　　　そこで保育室への入室を子ども達だけ
　　でという取り組みを提案します。
　　　子どもが自分の荷物を持って保育室に
　　入ってくるようになるといいですね。
　　　　　　　　　　　　　今泉・能瀬」＊19
　上記のように，「保育室への入室を子ども
達だけで」という保育者からの提案があった
が，保育者が「保育室だより」でほんとうに
伝えたかったことは，そこに書いたような
「子どもが自分の荷物を持って保育室に（親
と離れて一人で）入ってくるようになるとい
い」ということではなく，入室のときから子
どもが母親と別れることを納得し，保育室は
友だちと遊ぶ場所なんだと思えるように，お
となの側で動いてみようという呼びかけだっ
た。その意味では，後に講師の小沢さんから
いわれたように，先の「保育室だより」の呼
びかけは「少し乱暴だった」。
　だから，この「保育室だより」がでた直後
の，第二回目の講座の話し合いは，「自分の
子にはそぐわない」「（子どもは）理解できな
い」「荷物を持つことも無理」「どうしたらよ
いのかわからない」と混乱した。しかし，話
し合いの中で，親が何をすれぽいいのかとい
うことからいったん視点を転換させ，子ども
は自分と同じ位の子どもを見つけることで楽
しいと思えるはずだという意見がでたことに
よって，子どもも遅刻を気にするのだからも
っと早く来ることが出来れぽ，ロビーで仲良
しの友達を待ってスムーズに入ってゆくこと
ができる，それは子どもの年月齢などによる
のではなくて，保育室で遊ぶ子どもたちの共
同の関係づくりに意味があることなのだから
皆で取り組まなけれぽ意味がないことだと展
開した。このように，あずける側の主体的な
読み解きの作業によって，自分たちのあずけ
る行為を「子どもたちにとって」という視点
から考えることになった＊20。
　翌週第3回目にはほとんどの講座生が入室
の9時50分より10分早く集まって，ロビーで
子どもたちを遊ぽせていた。私たち職員が保
育者との朝のミーティソグを終えて保育室か
らでてくると，その回はじめて講座生と顔を
あわせることになる講師の小沢さんが，事前
に職員が送った記録を読んで，その時間にロ
ビーにきて，講座生や子どもたちと話をして
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いた。泣いている子もいたようだったが，迎
えにでた保育者もロビーにいた講座生も，時
間に追われずゆったりとした様子だった＊21。
わずか数分の時間のことであったが，講座生
・子ども・講師・保育者・職員がロビーにい
あわせ，和やかにときを過ごしているようす
が，母と子が別れるという，考えようによっ
ては些細なことを，それぞれにすこし心配し
ながら楽しんでいるように見えた。
　さっそくその講座で，前回の話し合いの結
果，10分早く来てみるということをやってみ
てどうだったかと講師が聞いたところ，「子
どもの様子（の違いは今回）だけではわから
ないが，親は早く着いてホッとした」＊22とい
う感想が，小井戸さんを含めた何人かの人か
ら出された。前回の「入室」をめぐる話し合
いのときに，小井戸さんは梨紗ちゃんの病気
のため欠席していた。そして，講座での話し
合いの内容について記録で知り，早めにきた
のだった。しかし，話し合いの経過が記録だ
けでは十分に伝わらなかったこともあって，
2年後の振り返りのときに
　　「保育室では，子ども一人での入室の取
　　組を始めたが，梨紗はまだ歩けなかった
　　ので，あまり身にせまる問題ではなかっ
　　た。」＊23
と記している。けれども，この「ホップステ
ップ」のあと「基礎講座」の保育などを経験
する中で，小井戸さんはこの「入室」の取り
組みを自分の問題として見つめなおしてい
る。
　前述したように，この第3回目には小沢さ
んにお話をお願いしていた。また，第5回・
第10～11回も小沢さんからの問題提起の回と
して設定していた。これらの回の小沢さんの
問題提起を，小井戸さんは次のように振り返
っている。
　　「講師の小沢さんの話から，（小さい子ど
　　もをかかえた母親としての）自分自身の
　　状況が，客観視できるようになった。
　　★女の人は，子どもを産んだと同時に
　　違う人生を強いられる。
　　子どもを産んだとたん，母親自身の
　　行動範囲も人間関係も狭くなる。
★　子どもも，刺激がほしいし，いろい
　　ろな人や他の子どもと出会うこと
　　は，大切。
★母と2人の生活に順応せざるを得な
　　かった子ども。閉ざされた状況から
　　の脱出は，難しいけれど，子どもに
　　とって自分にとって何がいちぽん気
　　　　持ちいいことなのか。
　　→この時点では，閉ざされているとは，
　　実感はしていなかったが，今，振り返る
　　と自分の生活を変えようと思うベースに
　　なったのかと思う。」＊24
　講座の中の小沢さんの発言をすべて引用で
きないので補足すると，小沢さんの文脈の中
では「気持ちいいこと」とは生理的・心理的
な快適さを指すのではなく，現在の社会構造
の矛盾（女性問題）をふまえ，それと向き合
う中で自分が自分であること・自分を生きる
ことの意味であり，小沢さんの言葉は換言す
れぽアイデンティティの再確認・再構築へ向
かう問いである。「母としての自分」は自分
のすべてなのか。自分を生きているつもりで
子どもの人生を生きてしまっていないか。小
井戸さんが「自分の生活を変えようと思うベ
ース」として聞き取っていることは，この中
身を指している。すでに述べたように，小井
戸さんは日常のくらしや保育室での経験の筋
道にそって，小沢さんの話を聞き取っている
ことがわかる。
③「ズレ」を言葉にする
　　一コミュニケーションのあり方一
　前半の講座を終えると，講座生は講座でハ
ッキリしたこと，なお一層もやもやと課題を
残したことなどを抱えて夏休みにはいる。夏
休みは家族と過ごす時間が長くなることで
「母役割」「妻役割」を，帰省などでさらに「嫁
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役割」を意識することが少なくない。夏休み
あけの第8回目に，夏休みをどのように過ご
したかということについて，小井戸さんが夫
との「ズレを埋めようと頑張った」と話した。
この話をきっかけに後半の話し合いは夫との
「ズレ」を中心に話が進んだ。
　それと並行して10回目の講座の中で，「保
育室だより」について橋本さんから次のよう
な意見が出された。
　　「保育室だよりには，私の感じているこ
　　とがでていない。泣く子のことぼかりで
　　ている気がする。私の子は，泣くことを
　　すごく我慢してしまう。（保育者が）他
　　の子に手いっぽいだったとき，泣きなが
　　らひとりで入室した。その翌日おもらし
　　をした。保育者さんは，『楽しく遊んで
　　いた。』と言っていた。確かに元気だけ
　　れど…。…（後略）…」＊25
　「保育室だより」をもらった親は，自分の
子の様子を知りたくてわが子の名前を探して
しまう気持ちがある。一方，保育者は〈泣い
ていた子も子ども同士のかかわりの中でこん
なに元気に遊ぶようになりました〉と「保育
室だより」につづることで，＜子ども同士の
関係の中で育っている子ども〉の姿を伝えよ
うとする。しかし，それまで橋本さんの子ど
もは「保育室だより」のなかにあまり登場し
なかった。そのことは，母親の目からみれぽ
く泣かないでぎりぎりがんばっているわが子
は，保育室で楽しく過ごしているのだろう
か〉と思ってしまう事柄だった。このよう
に，わが子の名前を探してしまう親としての
想いを，小沢さんは「『我が子意識』『我が親
意識』は，単なるエゴイズムにもなりがちだ
が，そのことから始まる何かがある」＊26と受
けとめた。そして話し合いを進める中で，学
校の先生と親との関係，自分の親と自分との
関係など，強者と弱者の関係の中で弱い立場
からしか見えてこないことがあるということ
が明らかになっていった。
　保育者は「お母さんと一緒に作る保育室」
をめざして「保育室だより」を出してきたの
であったが，実態としては親の気持ちとは
「ズレ」があった。講座の中ではこの「ズレ」
は，あってはならないもの・埋める必要があ
るものとして扱われたのではなく，なぜ「ズ
レ」が生まれるのかということが話し合われ
た。そして，「保育室だより」はそれ自体，
親にとって「権力的」なものにもなりうるの
ではないかと小沢さんが問題提起をした。
　このことについて，講座生の青木さんが次
のようなレポートを書いた。
　　「小沢さん自身も（『保育室だより』を）
　　書いた（保育者）本人の気持ちを知って
　　いたとは思えません。これから保育者さ
　　んとしっかりした関係を築き，何を伝え
　　ようとしたか知る前に，講師という強い
　　影響力を持った人が権力的と決めつけて
　　しまうのはちょっと恐いナ。と感じまし
　　た。…（中略）…
　　　子どもも大変，お母さんも大変，『じ
　　ゃあこれからどうしていったらいいんだ
　　ろうネ。』と保育者も『仲間』にひきこ
　　んで，考えてゆくのが女性会館らしさで
　　はないだろうか。
　　　言いたいことを言えることだけが，女
　　性会館の『仲間』の良さではなく，言い
　　たいことを言って又言われて，『ハッ』
　　として視点を変え，自分を変えてゆくき
　　っかけをつかめることができるのが，女
　　性会館の良さではないだろうか」＊27
　青木さんは，それまで子どもをあずけてき
た相手である保育者にたいして，必ずしも権
力的ということではない実感をもっていた。
青木さんにとっては，保育者を「『仲間』に
引き込んで」いくこと，「自分を変えてゆく」
ことが必要に思われた。このレポートをきっ
かけに，保育者とのコミュニケーションのあ
り方を考え直す動きが生まれ，保育者に講座
の記録を読んでもらい，話し合いをしようと
いうことになった。このように講師である小
沢さんの発言を相対化し，〈わたしたちは〉
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保育者とどのような関係をつくっていきたい
のか，という話し合いがなされたことは，す
ぐれて主体的な営みと考えることができる。
　これらのことについて，小井戸さんは次の
ように振り返っている。
　　「立場の違うもの同士のズレ（親と子，
　　夫と妻，保育者と親，先生と子ども）を
　　うやむやにしないで，言葉にして伝えて
　　いくことではじめて，人と人は気持ちの
　　よい関係を作って行ける。
　　　→今まで人となるべくぶつからないよ
　　　　うに生きてきた自分の価値観に気づ
　　　　く。ズレに目をつぶってだけいたら
　　　　人と本当には解りあえないのじゃな
　　　　いかと。
　　　→講座の話し合いの中で，実感してい
　　　　くとともに，夫とのズレを埋めよう
　　　　と，気持ちを表現しはじめた。（育
　　　　児の大変さ，夫の休日の過ごし方に
　　　　対する私の不満など）」＊28
　この小井戸さんの振り返りによれぽ，「親
と子，夫と妻，保育者と親，先生と子ども」
という関係は，現実には「ズレ」を持ってい
る。小井戸さんは，講座の話し合いの中で，
そうした「ズレ」がとくに夫・保育者との関
係のなかに存在することを「実感」した。し
かし，くらしの中ではその「ズレ」を感じる
ことさえ困難なことが多い。子どものわがま
ま・妻の身勝手・親の無知…として，無視
（あるいは回避）されたり，押さえつけられ
たり，ときには「教育」されたりする。小沢
さんは，このような社会的諸関係が権力性を
含み込んで成り立っている，という事実を指
摘した。さらに，講座生の青木さんからは，
保育者とあずける人との関係を創り出そうと
する提起があった。これらを経て，小井戸さ
んは「うやむやにしないで，言葉にして伝え
ていく」ことではじめて関係をつくり直すこ
とができると認識したのである。
④「あずけて，働く」ことをめざす
　　一役割意識の問い直しから関係の変革
　　ヘー
　小井戸さんは「ホップステップ」の終了後，
受講生でつくった自主グループに参加してい
る。それと並行して，女性会館の「女性問題
基礎講座」と「働くこと」の講座を受講して
いる。この間，梨紗ちゃんも保育室に通い続
けた。小井戸さんは自主グループを結成した
ときの気持ちを「もっともっと，仲間と話が
したかった。グループ内の親と子のいい関係
を続けたかった」＊29と振り返っている。後に
梨紗ちゃんを保育園にあずけて働きはじめた
小井戸さんからみると，当時の自分の考え方
は，「親と子」がセットでくらしていくこと
について基本的に変わっていなかったと考え
ている。「ホップステップ」の講座と保育室
を通して，「ひとりの尊敬されるべき人間と
頭ではわかったつもりでも，小さかったから
か，とくに変わりはなかったと思う。（相変
わらず梨紗一色の暮らしではあった。）」＊30と
振り返っている。
　「基礎講座」の保育室で，小井戸さんの「梨
紗一色の暮らし」を変えていくきっかけにな
ったできごとが起こっている。
　　「ホップステップ92に次いで受けた基礎
　　講座の7回目のときのことです。そのと
　　き梨紗は11ヶ月でした。その日は，皆と
　　の打ち合わせでいつもより早めに女性会
　　館のロビーに集まっていて，梨紗もロビ
　　ーで友達と遊んでいました。子どもたち
　　が保育室にはいっていくのを見て，彼女
　　もおぼつかない足どりでトコトコと保育
　　室に入っていってしまいました。当然の
　　ことながら，私のことを振り返りもせず
　　に…。残された私は，その後ろ姿を見つ
　　め，『ついにやったあ』と思いながら，
　　一方ではとても寂しい思いをしていまし
　　た。
　　　その日のメモに，私は『梨紗の，母親
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　　からの自立の第一歩の記念日だ』としる
　　しました。そう遠くない将来に，彼女は
　　私の手から離れていくんだということ
　　を，はじめて実感したのでした。」＊31
　「ホップステップ」のときは，「まだ歩けな
かったので」できなかったけれど，梨紗ちゃ
んが育っていく中で自分から保育室に入って
いくようになった…。小井戸さんは梨紗ちゃ
んの姿を目で追いながら，〈子どもの成長〉
をうれしく思うと同時に，「そう遠くない将
来に，彼女は私の手から離れていくんだ」と
いう実感を味わっている。保育室は「梨紗に
とっても楽しい」ところと思ってあずけ始め
た小井戸さんには，子どもにとってよいこと
がすなわち自分にとってもよいことを意味し
ていた。しかし梨紗ちゃんの成長に「とても
寂しい思い」を感じている自分に気がついた
とき，「梨紗にとって」と「自分にとって」
は同じことではなかった。小井戸さんにとっ
て「この体験は，約半年後に保育室研究協議
会で話し合う中で，梨紗と一体化したがって
いった自分の発見へ，つながった」＊32。「入
室」の取り組みは，小井戸さんにとって〈子
どもの成長〉をみたという意味で重要だった
のではなく，自分自身が子どもと一体化した
がっていたという事実の「発見」として大き
な意味をもったのである。
　さらに，同じ「基礎講座」の保育で，梨紗
ちゃんが自分の荷物をわかっていて保育者が
「オムツをかえようね」というと持ってくる
ということを聞き，またおやつのときにどう
やって麦茶を飲んでいるのか心配していた
ら，「友達と同じようにコップをもらい，自
分の飲みたいときに，飲んでいますよ」とい
われ，「すごくびっくりした」。これらの経験
を通して，小井戸さんは，家では梨紗ちゃん
ができることも自分がやってしまっていたこ
とに気づいていく。
　また，このころ，小井戸さんが保育室研究
協議会の準備委員になったとき，2時から準
備会を設定してもらったことがあった。これ
は，梨紗ちゃんを女性会館につれてきても，
ベビーバギーの中で昼寝していれぽ，小井戸
さんは話し合いに参加できると思ったからだ
った。しかし梨紗ちゃんが途中で起きて，周
りの様子がふだんと違っていたのでぐずって
しまった。このとき，今泉さんが疑問を投げ
かけてくれたこともあって，「母親が，何か
活動しようと思ったら連れ回される子どもに
しわ寄せがいく」のだから「母と子といつも
いつもセットでは，どちらもいい時間を過ご
せないと思った」。そして，「たとえどんな所
に連れていかれようと，『母と一緒なら子ど
もにとっていちぽんうれしいんだ』と思って
いた自分を知った」と述べている。
　こうした経験をしていた時期に，基礎講座
の中では，講座生の関心にもとついてグルー
プをつくり話し合いをはじめていた。そして
小井戸さんは「家族の中での自分の在り方，
女として当然とされてきたことの見直し，自
立とは」というテーマを選び，「家事，育児
は母親（妻）が，全部やるもの？」「では，
わたしはどんな関係を望んでいるのか」と自
問している。そして，「家事育児以外の何か
をしたい（必ずしも仕事でなくてもいいが）
と切実に思いはじめた」。
　　「安心して育児に専念できる，それは
　　有り難いことであって，その上なにを望
　　むのいうのか。私自身そう思っていた
　　し，なにか違う選択肢があるなどとは考
　　えてもみませんでした。
　　　でもなにか充足感が足りない，夫との
　　距離はどんどん離れていく，子どものこ
　　とは一人で全責任を背負っているような
　　気がしてどこか重苦しい。それは，妻は
　　そして母親はこうあるべきというものに
　　がんじがらめになっていたからなのだと
　　気づきました。母親もいろんな世界をも
　　ってこそ楽しいし，成長する。そして子
　　どもは，私一人で育てているわけではな
　　かった。そんなふうに思えたとき，この
　　悪循環から脱出する道が，（少なくとも
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　　選択肢はいろいろあるのだと）見えてき
　　たように思えました。」＊33
　子どもが離れていくことに寂しさを感じて
いる自分の気持ちや，子どもができることを
自分がやってしまっていたことに気がついた
ことなど，小井戸さんは母子一体のくらしを
つくり出してしまっていたのは，自分自身で
はなかったかと問いはじめた。その問いは，
当時講座で学んでいた女性の〈役割〉意識の
問い直しと重なって「家事育児以外の何かを
したい」という思いにつながっていった。こ
うして，子どもとの関係を見つめ直すこと
が，自分の生き方を考えることへと展開して
いった。
　小井戸さんは「基礎講座」のあと，再就職
をしようとしているが，家族の反対があって
断念している。その後，女性会館の「働くこ
と」の講座に参加した。この講座の中での話
し合いは「自分のことを話しているつもりで
も，『子どもが…』あるいは『夫は…』に始
まりそれに終わってしまうことが，多々あっ
た。自分を含めてこの状況って何か変だ」と
感じ，「官分の人生の主人公は，私」である
と確認している。
　「働くこと」の講座のあと，求職活動を再
開。梨紗ちゃんを私立の保育園にあずけて契
約社員として働くことにしたが，仕事のない
時期が長く続いた。またこの時期，小井戸さ
んは梨紗ちゃんの保育園での様子に不安を感
じて，それまで週2日通っていたのを4日に
増やしている。保育園に不安を感じた場合，
日数を減らしたり，あずけることをあきらめ
たりするのはありがちなことだが，今泉さん
のすすめもあって，小井戸さんは長くあずけ
た方が梨紗ちゃんにとって保育園が〈いつも
いる場所〉になって，落ちつけるようになる
のではないかと考えたのである。
　　「梨紗を保育園に預けよう，預けても
　　大丈夫と考えるようになった気持ちのも
　　とには，この保育室体験があったと思い
　　ます。そして，保育室での，彼女のそれ
　　は楽しそうな様子を見たり，聞いたりし
　　ていくうちに，保育園に通わせたいなと
　　強く思うようになっていきました。
　　　もしかすると私の中では，自分が働き
　　たいというよりも，彼女にあの楽しそう
　　な友達との毎日（現在のところ保育園が
　　一番それに近いと思った）を過ごさせて
　　あげたい，と思ったのが，先（すべての
　　始まり）だったのかもしれません。」＊34
　しかし，小井戸さんのいろいろな試みにも
かかわらず，折からの不況の影響は大きく，
なかなか仕事が見つからない。さらに，再就
職したいという小井戸さんの気持ちは，家族
に理解されていたわけではなかった。そうし
た状況のなかで，小井戸さんの気持ちが揺ら
いだとき，働きたいという気持ちをもつこと
は「わがままではないよ」と支えてくれる自
主グループの仲間がいた。また，このころ自
主グループのなかで，「ホップステップ」か
ら2年を経て保育室や保育園に子どもをあず
けた経験を振り返り，「預けてみて」＊35とい
うレポート集をつくっている。そして，こう
した仲間の関係を大切に続けながら，小井戸
さんはいま働きはじめている。週5日のパー
トタイムの仕事につき，梨紗ちゃんを公立の
保育園に預けることにした。
　　「…実際外で仕事をするようになって半
　　年，まだまだ先のことはわかりません
　　が，私と夫は，少しずつ子ども以外のこ
　　とも話すようになってきています。梨紗
　　はやっと保育園に慣れ，友達とやりとり
　　し，けんかもし，先生に甘えることもで
　　きるようになり，元気いっぱいです。私
　　は，よくその姿に励まされます。私は，
　　彼女を育てているというよりは，一緒に
　　育ちあって暮らしているように思えるの
　　です。…（後略）…」＊36
　このような小井戸さんの言葉から，実際に
働きはじめたことで，また，夫や子どもとの
関係を変えていっていることが読み取れる。
梨紗ちゃんに励まされているというくらしの
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中では，「母親」としてよい子育てをしよう
とは思えないのにちがいない。自ら動き，状
況を変えていく中で，関係を変えていること
が，小井戸さん自身に自覚されている。
おわりに　一学習の振り返りの意味一
　以上のように，小井戸さんの認識の展開を
追ってみると，子どもとの関係が大きな課題
として意識化されていったことがわかる。幼
い子どものいた小井戸さんにとって子どもと
の関係が主要な関心となるのは自然なことで
あったが，少なからぬ講座でそうであるよう
に「子どもはやはり母の手で」と確認するの
ではなく，小井戸さんは「子どもは，世話を
されるだけの存在ではない」自分とともに生
きている一人の人間として認識した。このこ
とは，周りのおとなとの関係のとらえ方に大
きな違いをもったといえよう。つまり，夫・
家族・保育者・自主グループの仲間などが，
梨紗ちゃんにかかわる大切なおとなとしてみ
えてきたのである。その認識は母子一体の日
常を切り開くものであると同時に，次の世代
との関係をおとなの側がどのようにつくろう
としていくのかという問題にせまっていくも
の，成人のアイデンティティにかかわる問題
として考えることができよう。
　小井戸さんは，「ホップステップ」のオリ
ェソテーション，「基礎講座」のときの梨紗
ちゃんの「入室」など，保育室に梨紗ちゃん
をあずけたときの経験を，講座・自主グルー
プ・保育室研究協議会・女性会館祭等の活動
のなかで繰り返し振り返っている。先に述べ
たように，この〈経験一意識化〉のプロセス
のなかで，自らの役割意識が問い直され，関
係の変革に向かう認識が培われている。学習
の振り返りは，小井戸さんが自ら学んできた
ことを確かめるく自己省察〉の意味をもって
いると考えられる。
　すでに述べたように，本論は1994年の「10
周年記念女性会館祭」における小井戸さんの
学習の振り返りに基づいている。この会館祭
にむけて，小井戸さんは講座や自主グループ
等の記録を読み返している。記録を振り返り
のための重要な手だてとしていったのであ
る。
　また，振り返りは小井戸さんが一人でして
いたのではなく，講座生・保育者・自主グル
ープの仲間・保育室研究協議会のメソバーと
ともに，話し合い問いあっている。それらの
人たちとの関係のなかで，小井戸さんは自分
の認識を確かめている。学びあう関係とは，
経験一一保育室での経験や講師の問題提起，日
常のできごとなど一について話し合い，読み
合うことによって共有化し，その共通の事実
の認識について問い合える関係ではなかろう
か。「知」が教える側にのみ偏在するという
認識のもとでは，「教え一教えられる」関係
を抜け出しえない。小井戸さんがくらしを変
えていく力にしていったのは，共同の関係で
あり，記録や話し合いによる自己省察の回路
であった。生活の現実をくぐり抜けた認識を
互いに問い合う中にこそ，この共同の関係が
生まれてくるものと考える。
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　ゃん（1．8才）がベッドに手をいれて顔をさわ
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群馬大学の入江直子さんに，批判と助言をいただ
きました。なかでも，書きすぎをためらう筆者に
「他の人にわかるようにちゃんと書いてください」
と言われた小井戸さんの激励に，あらためて身の
引き締まる思いがしました。心より御礼申し上げ
ます。
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《7°ログラム》
母と子のホップステップ’92
一参加者耳集一
　子冒てに忙しい軽日を過ごしているみなさんへ．
　＆の一日の生tSlt子どもの世厨から始まって…．考える
こととい之ぱテどものことばかり一そんな僅と子の1らし．
　と趣には、「自分のための時閥がほしい」と思ったこと
はあり2せんか。
　子どもをあずけて藷演会やスホーツ・レクリェーシ冒ン
括動に9翻しやすくなったものの．「臼分のことのたhに．
子どもをみてほしい」とはなかなか曾えないもので†よね．
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をみっb．．．十vもも25となも胃ちあう上で再を大切にして
いうたぢあかについて仲聞とともに考え．話しあう講窟を
尉懸t†．
　子どもたち．も．、’t風たちも．しoかPした趣司の閃係を
冒てながら．一人一人ff自分の憲らしの中bらの冨例を出
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小沢牧子さん
　　和光大学、千葉県立衛生短期大学の
　の非常勘講師．日本臨床心理学会運営
　委員。心理学が社会の中で果たす役割
　にどのような問題性があるかを、生活
　者の立場から考えている．著書「子ど
　も差別の社会」（労働経済社）「子ど
　も発、大人へ1（ウイ書房）『自分ら
　しく生きる」（小峰書店》「心理学は
　子どもの味方か？」（ウイ書房）、共
　著「心理治療を問う」・「早期発見・
　治療はなぜ問題か」（現代書館）「知
　能神話」（JICC・出版）など．
?》
中山　まき子　さん
　　長野SM生まれ．
　お茶あ水女子大学大学院を卒業．「子
　産み・子育てのネットワークを研究す
　る会」や「テレビがある時代の赤ちゃ
　ん研究会」にて研究中。「共に育ち合
　う事を願って…　　」
”子胃てを逓しての自分の生蓉方”
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◇対
◇場　　所
◇受講料
◇保　　育
◇申込方法
◇串込期限
◇申し込み
　　問い合わせ
参加を希望される方へ
象　・中野区在住の乳幼児を持つ母親でプログラム全回を通じ
　　て参加できる方　　30人
　　・中野区在住・在勤・在学あ女性でプログラム全回を通じ
　　て参加できる方　　5人
　　　いずれも申し込み者多数の場合は紬選
　　　女性会館　研修室．（2階》
　　　無料
　　　就学前の乳幼児の保宵を行います．ただし、全日程参加
　　できる乳幼児に限ります．　（定員20人》
　　　・おやつ代として実費（お子さん一人あたり1回100円）
　　をいただきます．
　　　開講前色、保育オリエンテーションを行います．
　　　　　【5月26日．（火》午前10時暢1’t時】
　　　往復ハガキに①鯖座名②住所②氏名④年齢⑤電話番号
　　⑪職業⑦保育希望の有無（・希望者はお子さ：んの氏名・ふり
　　がな・年月齢｝⑥参加の動機を記入し、女性会館あてに郵
　　送してください．’
　　　　5月1　2’日（火｝まで”（消印有効）
　　　　　　　中　野　区女性　会　館
　　　　　　　　　　〒1’64　中野区中野2－13－14
　　　　　　　　　　傭33．80－6945
◇案内図
中5駅南0より趣揖4分
串翠でα》ご乗晒はこ週慮くだ6い．
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